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事業の現況（2025（令和7）年3月末現在）

　　令和3年3月（令和8年3月改定）

　　令和3年度　～　令和12年度

団 体 名 ： 　　釧路白糠工業用水道企業団

事 業 名 ： 　　釧路白糠工業用水道事業

現在配水能力に対する
施 設 利 用 率

料 金 回 収 率

固 定 資 産 に 対 す る
建 設 仮 勘 定 の 割 合

1

料 金 改 定 年 月 日
（消費税の みの 改定 は含 まない）

浄水場設置数

配水池設置数

料 金 収 入

※経営分析に用いる指標については、総務省が毎年度公表している「工業用水道事業経営指標」等を参考に各団体、各施設の実情に応じて適切なものを選択すること。

水 源 　

㎥／日

　企業長 １名（白糠町長）
　副企業長 ２名（釧路市副市長１名、白糠町副町長１名）
　工業用水道課 ４名（うち２名は白糠町職員が兼務する。）
　白糠町職員 ２名（参与１名（白糠町企画総務部長）、工業用水道課長１名（白糠町企画総務部企画財政課長））
　企業団職員 ２名（主幹１名（管理係長兼務）、事業係主査（暫定再任用）１名）
　※組織図　別紙のとおり

これまでの主な経営健全化の取組

 ・給水区域の拡大（平成20年度）
　　　白糠町域で操業する木材・木製品製造企業から要望があり、隣接するコイトイ団地を給水区域に追加し水需要の拡大を図った。
 ・雑用水の供給（平成21年度）
　　畜産食料品製造業を操業する企業から雑用水の供給要望があったことから、給水管布設費用を企業団が負担し、契約水量の増量を図った。
 ・経費の削減
　　職員人件費の削減
　　　基本給を10％削減　（平成17年度～18年度）
　　　基本給を  3％削減　（平成19年度～21年度）
　　補償金免除繰上償還を実施し伴う企業債償還利息の軽減 （借入利率5％以上対象）
　　　地方公共団体金融機構資金（平成20年度繰上償還）
　　　財政融資資金（平成21年度繰上償還）

平成17年4月1日

料 金 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

現 在 配 水 能 力 11,160

純 損 益

経 常 収 支 比 率

現在配水能力に対する
契 約 率

0.0％

29.57％

26.69％

60.23％

100.79％

　【上記の指標等を踏まえた経営分析】
　　契約率及び料金回収率は類似団体と比較し低い値となっている。
　　受水ユーザーが求める良質な工業用水道を供給するため、給水原価は高い値となり、運営費用に対する収入不足分を一般会計の繰入金により補填している。
　　工業用水使用量は減少傾向であり、契約率は全体計画の約3割となっている。
　　今後の施設改修費の財源確保が必要となることから、関係機関と連携し給水区域の拡張も視野に入れ、新規需要開拓により契約水量の増加に取り組む必要がある。

別添３－１

契 約 水 量

　釧路白糠工業用水道企業団　工業用水道事業経営戦略
( 釧路白糠工業用水道事業 )

　責任使用水量制　（釧路白糠工業用水道企業団工業用水道事業給水条例第22条）
　　契約水量の全部又は一部を使用しなかった場合であっても、契約水量まで使用したものとして料金を負担する制度です。

 　　・基本料金（税抜） ：    50円／㎥
　　 ・特定料金（税抜） ：    50円／㎥（給水能力に余裕がある場合、１ヵ月から３ヵ月以内の期間で給水できる水量）
　　 ・超過料金（税抜） ：　100円／㎥（基本使用水量又は特定使用水量を超えて使用した水量）

17,723 ｍ

計 画 配 水 能 力 11,160

施 設 数

2,329

策 定 日 ：

計 画 期 間 ：

供用開始年月日 平成14年4月1日

一日平均配水量給水先事業所数 15件

管 路 延 長
1

3,310

90,328千円

1,275千円

100.0％

0.0％

30.65％

29.76％

63.99％

82,498千円

0千円

0.0％

30.56％

26.83％

63.30％

80,549千円

0千円

100.0％

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 湖沼水 , その他



２．将来の事業環境

（１）

（２）

（３）

（４）

３．経営の基本方針

　令和9年度に契約水量の増量を見込んでいる。
　　新規使用予定企業（2社）
　　　食料品製造業：日量100㎥（白糠町域）
　　　木材・木製品製造業：日量550㎥（釧路市域）
　
　年間契約水量見込（給水件数）
　　令和7年度～1,337,150立方メートル（15件）
　　令和8年度見込～1,396,850立方メートル（15件）
　　令和9年度以降～1,474,340立方メートル（17件）

　※給水区域に釧路市大楽毛地区を追加変更予定（令和8年度）

水需要の予測

　職員定数は４名（「釧路白糠工業用水道企業団の運営に関する条例」で定めている。）
　令和8年3月現在、専任職員は2名体制としている。
　　　主幹１名（53歳）、事業係主査１名（62歳：暫定再任用職員）

　施設運転管理業務等の技術継承・業務j引継ぎを考慮し、今後も計画的な人員配置に努め、職員体制の最適化を図る。

施設の見通し

組織の見通し

　給水開始から24年が経過し、電気計装および機械設備は法定耐用年数を迎えていることから、今後も更新改修計画に基づき費用平準化に努め計画的に更新を行って
いく。
　新規事業として、令和8年度に給水管布設（白糠町域）、令和8・9年度に配水管布設（釧路市域）を計画している。
　施設能力：11,160㎥/日を維持する。

料金収入の見通し

　令和９年度から新規企業の使用開始に伴い、料金収入の増額を見込んでいる。

　料金収入額（税込）
　　令和7年度～77,927千円
　　令和8年度見込～80,000千円（超過水量含む）
　　令和9年度以降～85,000千円（超過水量含む）

　釧路白糠工業用水道事業は、良質で低廉な工業用水を供給することにより、水産食料品製造業を中心とする企業の水処理コストの削減に貢献し、地域経済はもとより雇
用の確保に寄与している。このことから本事業は、釧路市、白糠町の施策として重要な産業基盤を支えるものであり、今後の企業誘致の推進を図るためにも、料金を低く設
定した政策的な部分を重視した運営を行っている。また、工業用水を安心して利用していただくため、受水企業との信頼関係を維持・継続することが重要であり、今後も地
域経済活動を支え更なる発展を促すためにも、工業用水の安定供給と事業の健全化を通じて地域経済の発展・活性化に貢献するべく、次の基本方針に基づき事業経営
に取り組んでいきます。

（１）安全で良質な工業用水を安定供給するため、計画的かつ効率的な施設整備を実施していきます。
（２）安価な料金を維持するため、新規用水型企業の誘致などの水需要の拡大、更には効率的な運営管理により経営健全化に努めていきます。



４．投資・財政計画（収支計画）

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

ア　収支計画のうち投資以外の経費については、以下の点に留意しています。
　Ⅰ．固定経費の見直し　施設維持管理に係る固定費について、過度な支出がないか見直しを行います。
　Ⅱ．修繕費用の縮減　　効率的・計画的な修繕により最大の効果を得られるよう十分な検討を行います。

イ　計画期間における投資以外の経費は、以下のとおりです。
　Ⅰ．委託料：過去の委託実績を基本に計上します。
　Ⅱ．修繕費：施設の老朽化の進捗に合わせて計上します。
　Ⅲ．動力費：過去の動力実績を基本に、水量見込と合わせ計上します。
　Ⅳ．職員給与費：計画的な人員配置に努め、現行2名体制を継続し計上します。

　計画期間内の主な事業費は下記のとおりです。
　
　　配水管整備事業（釧路市大楽毛地区）
　　　　配水管新設工事測量調査・設計業務（2026（令和8）年度）
　　　　配水管布設工事（2027（令和9）年度）
　
　　給水管布設事業（釧路白糠工業団地内（白糠町域））
　　　　給水管布設工事 1箇所（2027（令和9）年度）

　
　ア　投資計画の策定に当たっては、以下の点に留意する。
　Ⅰ．計画的な施設の更新
　　　電気・機械設備について、機能を十分に発揮できるよう日常の点検管理を徹底し、耐用年数と施設の現状を検証しつつ、計画的に更新を実施します。
　Ⅱ．投資の平準化
　　　適正な施設修繕により、更新費用の平準化を図り、過大投資にならないように努めていきます。

　イ　計画期間における主な投資は、以下のとおりです。
　Ⅰ．建物～更新予定なし
　Ⅱ．電気設備更新
　　　テレメータ設備・配水流量計（令和8年度）、送水流量計（令和9年度）・動力変圧器盤（令和9・10・11年度）、低圧分電盤（令和12年度）を更新予定
　Ⅲ．ポンプ設備更新
　　　排泥池ポンプ設備（令和8年度）、送水ポンプ（令和9・10・11年度）、汚泥引き抜きポンプ（令和12年度）を更新予定
　Ⅳ．機械設備更新
　　　排泥池排泥弁（令和9・10年度）、ろ過砂・砂利・表洗ノズル交換（令和9～12年度）を更新予定

②　収支計画のうち財源についての説明

ア　財政計画の策定に当たっては、以下の点に留意しています。
　Ⅰ．一般会計負担の軽減
　　　　　料金収入の確保、運営経費の抑制に取り組み、一般会計負担の軽減に努めます。
　Ⅱ．料金収入の維持
　　　　  区域拡張を視野に入れた用水型企業の誘致促進により、契約水量の確保に努めます。

イ　計画期間における財源の概要は、以下のとおりです。
　Ⅰ．料金収入
　　　　　計画期間内の料金改定は実施しない。（安価な料金を維持し、用水型企業の誘致促進を図る）
　　　　　令和9年度に新規企業2箇所への供給を計画している。（白糠町域１箇所、釧路市域1箇所）
　Ⅱ．補助金
　　　　　運営費対する収入不足分は、他会計補助金（一般会計繰入金）により補てんしている。
　　　　　一般会計負担金は、減価償却費、支払利息の減額により減少見込み。
　Ⅱ．企業債
　　　　　新規使用企業（釧路市域）への配水管整備事業充当分として借入予定（令和8・9年度）
　Ⅲ．他会計出資金
　　　　　建設改良費及び企業債元金に対し、内部留保資金を充ててもなお不足する額について、他会計出資金により補てんしている。

契約水量の確保と運営経費の抑制に取り組み、一般会計の負担を軽減する。

目 標
施設・設備について、適正な修繕対応により施設の延命化を図り、更新改修計画に基づき計画的に更新を行い
投資額の平準化に努める。

目 標

（１）投資・財政計画（収支計画）　：　 別紙のとおり

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明



（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資についての検討状況等

②　財源についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

－

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

－

企 業 債

経営戦略の進捗状況について検証し、5年を目途に計画の改定を実施します。
給水区域への新規企業の立地状況、経営状況などの影響について収支計画に反映し計画を修正します。

施設・設備の長寿命化等の
投 資 の 平 準 化

計画的な施設更新により、投資の平準化と施設の長寿命化を図り、更新費用の抑制に努める。

施 設 の 共 用 化 －

料 金

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
更 新 等 に 関 す る 事 項

資産の有効活用等（*）による
収 入 増 加 の 取 組

そ の 他 の 取 組 －

新規設備投資の財源に企業債を活用し、一般会計負担の軽減に努める。

一般会計負担金、一般会計出資金を継続する。

－

企業進出の状況を踏まえ、料金水準の適正化について検証する。

－

そ の 他 の 取 組 －

*　遊休資産の売却や貸付、債券運用の導入、小水力発電や太陽光発電など

民 間 の 資 金 ・ ノ ウ ハ ウ 等 の 活 用
（ PFI ・ DBO の 導 入 等 ）

繰 入 金

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）



令和８年３月３１日現在

釧路白糠工業用水道企業団　組織図

【管理係】

係長

（ 別 紙 ）

企業長 副企業長 副企業長 参与

（白糠町長）
１名

（釧路市副市長）
１名

（白糠町副町長）
１名

（白糠町職員併任）
１名

企業団専任職員
１名（62歳）

課長 主幹

企業団専任職員
１名（53歳）

（主幹兼務）

【事業係】

主査
（暫定再任用）

（白糠町員職併任）
１名


